
設定探題 2.霊長類の運動様式
に関する研究

表日光におけるニホンサルの分布と生恐
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冷温Wから亜高山掛 こ至る環境幌延のある表日

光に分布するニホンザル地域個体群の季節的な垂

由分布変動とその生活 (特に土地利用と食性)香

明らかにすることを目的とした｡

調査は,標柘は850mから179)mに至る地域に

標拓差150m間隔のライントランセクトを7未設定し,

フィールドサインの分布と正接観察から垂直分布

の季節変動を解析し,フン内容物分析と直接観察

から食性解析をおこなった｡

本地域個体群の垂直分布をみると,冬季の分布

域は標高800mから1100mの範囲にあり,夏は標高

700mから1700mO範囲にわたることが明らかと

なった.また本地域個体群の分布の地理的降告と

考えられていた稜線部において,夏季,持高1785

mの志沖畔をこえて,従来分布の知られていなか

った職場ケ原価へおりていることが明らかとなっ

た｡食性についてみると,これまでに86種の食餌

捕物が砕認された｡本地域個体粥の食性を他地域

と比較すると,本地域に広く分布するミヤコザサ

を周年的に利用し,特に6･7月段も依存する点

と果実会期が6月から11月と短かく,さらに初夏

と秋の果実食の食物が種類的に混じり合うこと,

また非果実食期が樹皮 ･冬芽･ササの粟と暖温符

と比べると単調な点が特徴的であった｡
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本印は,4･8月に調在を突出し,あわせて,

これまで共同利用研死でおこなってきた継続調査

のとりまとめをおこなった｡

この群れは,1974年に半数が捕接され,4097iあ

まりの個体数のまま現在に至っている｡捕控前の

個体数は901100頭で,行動城は4.7kJ(密鑑,

21.7/M)であった｡捕授後は80-40豆紬柑ユkJの行
動域を占め,ll.5パdと低い密変となっている｡捕 ･
梗後の行動域は,前のそれに比べ60%程旺狭くは

なっているが,自然林,その他餌となりうる拍物

の田虫な位田を占めている｡一噸当りの出生科ま,

捕控後0.77-0.88と的の0.82-OB4よりかなり揃

いものとなっている｡この様な条件のもとで,

1974年から1977年までに耶れの総個体数は,増加
していない｡

成熟雌の数は爪控後すっと班はいを続け,1975

年に10頭になりたが,それ以外の年は897iのまま

であり,雌の総個体数に対する比き糾ま,0.27と

1972年の0.34'1978咋の0.a)よりいくぶん低いか

変らないように恐われる｡したがって,高い出生

率がただちに耶れの増加に結びついておらず,料

れ全体の出生率をみた場合,捕控前･後.で顕著な

差はみられない｡この成熟確の増加がみられない

要因としては新生児の出生が直ちに確の増加には

つながらないことである｡即ち,捕獲時(3月 )

に1才,新生児であった個体と捕控の年に生まれ

た個体が群れ総数に占める割合が低く,1975年か

ら1977年まで毎年1割以下でしかなかったことが

挙げられる｡1975年の新生児からはこの傾向は現

われておらず,捕控の影響がうかがわれる｡また,

1975年,1976年の新生児について,1才から2才

までの期間の消失串 (死亡率)がいくぶん高い横

向がみられており,拓出生率がそのまま個体数増

加に結びつくか疑問が残る｡

行動域の利用方法にも,捕獲約 ･後で著しい変

化が認められているので,今後,さらに詳しい検

討を加える予定である｡
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